
質問者　　

質問補助者

質問日

発言の種別

項目

１ 安全・安心のま
ちづくり

（1）災害対応車両 奥平危機管理監

吉村知事

（2）内水・外水氾濫
対策

美馬都市整備部長

美馬都市整備部長

美馬都市整備部長

（3）市町村受援計画
の策定支援

奥平危機管理監

（4）防災教育の推進
と災害対応力の強化

水野教育長

水野教育長

① 府教育庁作成の「学校における防災教育の手引き」
については、本年３月に府が公表した津波浸水想定や南
海トラフ・直下型地震における震度分布等を反映して、
内容を見直す必要があると考えるが、所見を伺う。

令和8年9月24日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 大阪府議会議員　中野　剛　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 大阪府議会議員　横道　淳子

質問予定概要

　　　　令和８年９月28日　１番

・代表質問　　　　・一般質問

発言の要旨

答弁を求める者
内容

① 熊本地震において、府のトイレカーがどのように活
用されたのか、また災害対応車両を今後どのように確保
していくのか伺う。

① 府が管理するアンダーパスの豪雨時の安全確保につ
いて、今後どのように取り組んでいくのか伺う。

② 府においても災害対応車両の増強を行うべきと考え
るが、所見を伺う。

・ 府内全ての市町村における受援計画の策定に向け、
現時点の策定状況と、今後どのように取り組むのか伺
う。

③　適切な避難行動に資するため、河川水位等の情報発
信の取組として、水位計及び河川カメラの整備にどのよ
うに取り組んでいるのか伺う。

②　水防法に基づく内水浸水想定区域図の作成・公表に
係る市町村支援に関する取組について伺う。

② 大阪府災害時学校支援チーム（愛称：えん大阪）が
初めて被災地に派遣されたが、支援活動の成果や課題を
踏まえ、今後の支援体制の充実にどう活かしていくのか
伺う。
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（5）防災局の設置の
実現に向けた取組

西島副首都推進局長

（6）幅広い年代に対
する特殊詐欺の周知
啓発

鎌田警察本部長

２ セーフティネッ
トの構築

（1）第２次大阪府地
域医療構想の策定

西野健康医療部長

（2）（仮称）大阪依
存症対策センター

西野健康医療部長

（3）ドクターヘリの
安定的運航の確保

西野健康医療部長

（4）香害の周知啓発 西野健康医療部長

（5）ウィズユーおお
さかの支援充実に向
けた新たな取組

奥平危機管理監

（6）こども性暴力防
止法施行に向けた準
備

金森福祉部長

水野教育長

（7）権利擁護支援体
制の整備

金森福祉部長

金森福祉部長

・ 第２次大阪府地域医療構想の策定においては、持続
的な医療提供体制が確保できるよう、医師確保の観点も
含め、府域の実情を踏まえて作成するべきと考えるが、
どのような取組を進めていくのか伺う。

・ 香りが原因で生じる症状や苦しみについて具体的に
周知するなど、府民に対する周知啓発をより一層進めて
いく必要があると考えるが、所見を伺う。

② 地域権利擁護相談支援センターの設置の拡大に向け
て、今後どのように取り組むのか伺う。

① こども性暴力防止法の施行に向け、取組が義務付け
られている事業者に対して、府としてどのように支援し
ていくのか伺う。

・ 協力医療機関におけるSANE配置促進の取組状況と、
ウィズユーおおさかにおけるSNS相談の開設に向けた進捗
状況、あわせて認知度向上に向けた取組について伺う。

・ 本年４月以降の運航停止期間中、近隣府県のドク
ターヘリや消防防災ヘリによるカバー体制がどのような
役割を果たしたのか、また、今後どのように安定的な運
航を実現していくのか伺う。

① 頼れる身寄りがいない高齢者等に対する支援を含む
改正社会福祉法について、令和10年４月から施行される
事業の円滑な実施に向け、今後どのように取り組むのか
伺う。

② こども性暴力防止法の施行に向け、府教育庁として
どのように取り組んでいるのか伺う。

・ センター開設に向けた準備にあたり、医療機関・民
間団体等の関係機関との連携のあり方をどのように検討
し、またその検討にあたり関係機関の意見をどのように
反映していくのか伺う。

・ 特殊詐欺の被害が深刻化する中、幅広い年代に対す
る特殊詐欺の周知啓発が重要と考えるが、取組について
伺う。

・ 大阪への防災局の設置が実現するよう取り組むべき
と考えるが、所見を伺う。
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（8）結婚支援 金森福祉部長

（9）乳幼児医療費助
成制度

金森福祉部長

（ 10）障がい福祉
サービス事業者の不
正受給に伴う市町村
の財政負担

金森福祉部長

３　教育の振興

（1）府立高校再編整
備の今後について

水野教育長

（2）児童生徒を支え
る学校支援体制の強
化

水野教育長

（3）広域通信制高校
における教育の質の
確保と生徒支援

水野教育長

（4）教員の奨学金返
還免除制度

水野教育長

（5）部活動の地域展
開に向けた取組

水野教育長

４　大阪の成長

（1）文化芸術に触れ
る機会の拡充に向け
た取組

松阪府民文化部長

（2）府内周遊の促進
に向けた宿泊税の活
用

松阪府民文化部長

（3）関西国際空港の
国際就航ネットワー
クの拡充

彌園政策企画部長・ 関西国際空港の国際就航ネットワークの拡充に向
け、欧州をはじめとする長距離路線の誘致に、府ではど
のように取り組んでいくのか、所見を伺う。

・ 優秀な教員の確保に向けた取組として、国の制度化
を待つことなく、府独自で教員の奨学金返還免除制度を
実施する必要があると考えるが、所見を伺う。

・ 公立中学校における部活動の地域クラブ活動への展
開にあたっては、府が掲げる目標の達成をめざすうえで
も、府ならではの取組が必要と考えるが、今後進めてい
く取組について伺う。

・ 府内の文化財や自然等を活かした周遊の促進に向け
て、今後、宿泊税をどのように活用していくのか、所見
を伺う。

・ 障がい福祉サービス事業者の不正受給に伴う市町村
の財政負担について、制度の見直しは国において検討す
べきものではあるが、府として取り得る対応がないのか
伺う。

・ 結婚相談所をより安価に利用できる「なにわ縁結
び」の登録促進に向けて、具体的にどのように取り組む
のか伺う。

・ 大阪が有する多様で魅力的な文化資源を最大限活用
しながら、事業の企画に知恵を絞り、発信力を高めるこ
とで、府民に対し、これまで以上に文化芸術に触れる機
会を提供していくべきと考えるが、府の取組について伺
う。

・ 府が取り組む「不登校支援パッケージ2026」につい
て、府内小中学校における取組の現状、特にスクールカ
ウンセラーの配置拡充による現時点での成果について伺
う。

・ 広域通信制高校における教育の質の確保と生徒支援
のため、府は国へ制度改定の要請や関係自治体との連携
強化に取り組むべきと考えるが、所見を伺う。

・ 次期府立高等学校再編整備計画においては、これま
での計画の踏襲は改めるべきと考えるが、考えを伺う。

・ 所得制限の撤廃をはじめとする乳幼児医療費助成制
度の見直しを行うべきではないかと考えるが、所見を伺
う。
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（4）ロボット産業領
域における取組

東口商工労働部長

（5）再生医療等の産
業化に向けた多様な
企業の参画や共創

東口商工労働部長

（6）地域未来戦略に
おける府の取組

東口商工労働部長

（7）データセンター
の整備

市瀬スマートシティ戦
略部長

（8）中小企業等の賃
上げ環境整備

東口商工労働部長

（9）防災対策として
の活用を踏まえたペ
ロブスカイト太陽電
池の導入拡大

原田環境農林水産部長

（10）食品ロス削減
の取組

原田環境農林水産部長

（11）港湾における
「モーダルシフト」
の促進

高橋大阪港湾局長

（12）なにわ筋線の
事業費の見直しと今
後の進め方

美馬都市整備部長

（13）高齢者や子育
て世帯などへの居住
支援の取組

美馬都市整備部長

・ 府は、地域未来戦略やその政策パッケージである戦
略産業クラスター計画についてどのように考えているの
か、また、今後の取組について伺う。

・ ＡＩカメラを活用した冷蔵庫の在庫チェックの実証
事業でどのような効果を期待するのか。また、府民によ
る食品ロス削減の具体的な行動を促すためにどのような
取組を行うのか、併せて伺う。

・ データセンターの整備を進めていくにあたり、地域
住民の不安や懸念の声に対し、府としてどのように対応
し、地域との共生を図っていくのか伺う。

・ 府が実施する「利益率向上・賃上げ支援事業」が、
府内全ての中小企業等の賃上げにつながる支援策となる
ように、どのように取り組むのか伺う。

・ 今後、ペロブスカイト太陽電池の導入にあたって
は、災害対策にも資する蓄電池をセットで導入し、その
重要性を広く発信していくべきと考えるが、所見を伺
う。

・ 単身高齢者の増加等や急速な少子化・人口減少によ
り、さらに世帯の多様化が進む中、府における今後の居
住支援の取組について伺う。

・ なにわ筋線の事業費の精査結果等の内容と、今後の
事業の進め方について伺う。

・ 府は、府内企業が有するロボット産業領域における
高いポテンシャルを活かして、先行的に取り組むべきと
考えるが、ロボット産業領域における今年度の取組につ
いて伺う。

・ 再生医療等の実用化が進む中、iPS細胞の安定供給、
社会実装を加速させ、再生医療等の産業化を推進するた
め、多様な企業の参画や共創をどのように促していくの
か伺う。

・ 陸上輸送から海上輸送への転換を図る「モーダルシ
フト」の促進に向けた取組について伺う。
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